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言言⑤員節節

゛しののめ桜まつり､、

　東雲児童公園及びその黒川の両岸には、今年も桜

が春爛漫と咲きほこり、４月３日から15日まで町観

光協会、町商工会及び町主催による゛しののめ桜ま

つり､、が行ｵっれました。

　この桜まつりは昭和40年ごろから始められ、年マ

桜の花もみごとになるにつれ盛大となり、今や壬生

の風物詩として県景勝100選にもなって、たくさん

の人々が訪れ桜の花を満喫していました。
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◇問合せ先

　役場下水道課

受益こ者負担金制度を

　　　ご理解ください
　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益
者
）
に

対
し
て
、
下
水
道
建
設
費
の
‐
‐
部
を

受
益
の
範
囲
内
で
負
粗
金
を
賦
課
す

る
の
が
受
益
者
負
担
金
制
度
で
す
。

こ
の
負
担
金
は
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
い
て
町
条
例
で
定
め
賦
課
し
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
汚

水
が
排
除
さ
れ
、
周
辺
の
生
活
環
境

も
改
善
さ
れ
、
上
地
の
利
用
価
値
も

上
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
下
水
道
整
備
に
係
る
費

用
は
、
主
と
し
て
国
や
町
な
ど
の
公

費
（
税
金
な
ど
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ド
水
道
設
置
に
よ

り
便
益
を
受
け
る
人
々
か
ら
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
公
平
な
負
担
で
あ
る
と
す
る
考

え
方
か
ら
受
益
者
負
担
金
制
度
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

１゛

'W

お
知
ら
せ
し

　
受
益
者
と
は

　
受
益
者
負
抗
争
を
納
め
る
受
益
者

と
は
、
ド
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地
域

の
土
地
所
有
者
を
討
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
上
権
、

質
権
、
使
用
貸
借
権
な
ど
の
権
利
が

定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
権
利
老
‥
が
受
益
者
に
な
り
ま
す
。

受益者の例●

Ａの土地に

　　♂〃必･%％%=wv乙つ　/4………j｡^゛ｸ..゛'｀、　　　Bが家を建て
☆上士寸土Ｂが往んでいる場合

_大大ご蕪畔荊

負
担
金
の
賦
課
区
域

　
受
益
者
負
粗
金
は
、
下
水
道
が
整

備
計
画
さ
れ
た
区
域
の
土
地
が
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
整
備
さ
れ

る
ま
で
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
整
備
状
況
に
合
わ
せ
て

賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
区
域
を
「
賦
課
対
象
区
域
」

と
い
い
、
年
度
の
初
め
に
告
示
し
、

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
負
担
金
と
納
付
方
法

●
負
抗
命
は
、
上
地
１
1
2
当
た
り
に

　
っ
き
３
０
０
円
で
す
。

●
納
付
方
法
は
、
５
年
に
分
割
し
て

　
毎
年
４
回
（
通
算
２
０
回
）
納
期
に

　
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

貸家・アパートなどの場合

' W

Ａの土地に

Ａか家を建て

Ｂに貸している場合

一
括
納
付
報
奨
金

　
受
益
者
負
掛
金
は
分
割
納
付
の
ほ

か
、
ま
と
め
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
括
納
付
し
ま
す
と
、
納

期
数
に
よ
り
最
高
２
０
％
の
範
囲
内
で

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

Ａの土地に

Ｂが家を建て

Ｃに貸している場合

屁

Ｓ

興

｜

八
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水
洗
便
所
の
改
造
資
金
の

　
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

町
で
は
、
処
理
区
域
内
の
下
水
道
　
　
含
み
ま
す
。

の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
く
み
取

り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
へ
改
造
す
る

た
め
の
必
要
な
資
金
を
融
資
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
町
ま
た
は
公
認

工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
融
頁
あ
つ
せ
ん
対
象
者

①
処
理
区
域
内
の
建
築
物
の
所
有
者

　
ま
た
は
、
そ
の
所
有
者
の
同
意
を

　
得
て
使
用
す
る
方
。

②
町
税
・
受
益
者
負
担
金
・
下
水
道

　
使
用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

③
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
有
す
る
方
。

④
処
理
区
域
内
に
お
い
て
、
処
理
を

　
開
始
す
べ
き
日
か
ら
３
年
以
内
に

　
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
方
。

　
融
資
あ
つ
せ
ん
対
象
工
事

　
処
理
区
域
内
に
お
い
て
、
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工

事
及
び
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
公

共
下
水
道
に
接
続
さ
せ
る
工
事
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
工
事
と
連
携
す
る
他

の
汚
水
の
汚
水
管
、
汚
水
ま
す
な
ど

の
新
設
工
事
を
併
せ
て
行
う
場
合
も

融
頁
あ
つ
せ
ん
の
条
件

☆
限
度
額
…
…
１
件
に
つ
き
３
５
万
円

☆
返
済
方
法
…
…
融
資
を
受
け
た
翌

　
月
か
ら
３
５
か
月
以
内
で
、
毎
月
元

　
金
均
等
分
割
の
返
済
。
た
だ
し
、

　
繰
上
げ
返
済
も
で
き
ま
す
。

包こ1昌咎ゐ勿

　[j延痙]回l]り泥

母子保健推進員

☆
利
子
…
…
無
利
子
（
町
が
融
資
機

　
関
に
支
払
う
）
。
た
だ
し
、
返
済
心

　
遅
延
に
よ
る
利
子
は
、
借
主
の
負

　
担
と
な
り
ま
す
。

◇
融
資
あ
っ
せ
ん
の
申
し
込
み
は
、

　
排
水
設
備
の
計
画
確
認
申
請
の
際

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
審
査
の
結
果
、
融
資
あ
っ
せ
ん
が

　
決
定
し
た
と
き
は
、
「
融
資
あ
っ
せ

　
ん
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

　
の
で
、
融
資
機
関
で
手
続
き
を
行

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

　役場と住民とのパイプ役を

つとめる母子保健推進貢36名

が､町長より委嘱されました。

　活動内容は、これまでの人

生・育児経験を生かして、妊

婦さん・赤ちゃんのお宅を訪

問し､゛よき相談相手になった

り、乳児健診や予防接種の情

報を提供したりします。下記

推進貢へ何でも相談ください。

一

9白jy7………………良……白　7……゛9紅白

推　当゛｀地宋区呂　゛｀ 電　話

粂　川　.l杜　子

粂　川　芳　慧

小　林　ト　シ

早乙女　マサエ

高　桑　勝　手

高　山　利恵子

野　代　さち手

平　野　ヒロ手

摺　中　ミサ子

増　山　幸　抜

根　本　真佐美

丸　山　サ　キ

水　島　秀　代

森　田　則　手

矢　口　栄　千

山　川　真佐子

山　田　キョ手

八　木　裕　子

渡　辺　キョノ

六　美　町　南　部

助　　　　　　　　谷

万町・上新町

落　　　　　　　　合

い　　　　　　ず　　　み

西　　　高　　　野

上　　　稲　　　葉

六　美　町　北　部

幸　町　一　・　三

七　　　ツ　　　石

至　　宝　　町　　南

下　　台　　団　　地

安　塚　一・二

至　　宝　　町　　北

駅　東　町　団　地

藤　　　　　　　　井

六　美　町　南　部

六　美　町　北　部

国　谷　二・三

８２－５２５６

８６－４４８４

８２－２０５８

８２－２５９７

８２－４３０７

８２－０８３８

８２－３１４５

８２－４７８１

８６－２９８８

８２－ １ ０ １ ９

８２－４ ０．３８

８２－０５８１

８６－ ０ １ ６ ８

８２－２３２７

８２－３７４６

８２－１ ８ ２ ０

８２－５２０３

８２－ ６ ０ １ ６

８２－５３００

母子保健推進員名簿（平成4年度）

氏　　　名 担　当　地　区 電話

荒　川　和　手

荒　川　ノリ子

牛　久　基　子

犬　垣　栄　子

犬　栗　由美子

犬　島　　　丈

夫　田　佳　技

犬　橋　　　文

小木曽　順　代

落　合　昭　子

織　田　フ　ク

小野田　犬　美

恵　田　紀　子

亀　出　愛　手

亀　田　早　苗

瓦　井　節　子

木　村　シ　ズ

中　　　　　　　　　泉

安　　　塚　　　三

緑　町　一　・　二

安　　塚　　市　　部

至　　宝　　町　　市

上　　　表　　　　町

国　　谷　　外　　道

福　　　　和　　　　田

幸町二・四・おもちや

羽　　　　生　　　　田

上　　　　　　　　　田

県営壬生住宅

下　　　表　　　町

北　　　小　　　林

緑　　町　　三　・四

安　　　塚　　　一

城　　南　・　城　　内

８６－３８７７

８６－２６９４

８６－０５２２

８６－２９６７

８２－０６９２

８２－１ ５ ３ ２

８６－２５５５

８２－ １ ３ ５ １

８６－０８７７

８２－４６５９

８６－１ ０ ７ １

８２－７３５９

８２－ ４ ６ １ １

８６－３９２９

８６－４６２０

８６－０５９７

８２－４４７２
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６
月
４
日
か
ら
「
歯
の
衛
生
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
歯
の

健
康
に
っ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
町
が
実
施
し
た
過
去
５
年
の
幼
児

期
の
歯
の
健
診
結
果
を
み
る
と
、
グ

ラ
フ
で
も
分
か
る
よ
う
に
虫
歯
保
有

率
が
１
歳
６
か
月
見
健
治
で
は
平
均

４
・
７
％
、
２
歳
児
は
平
均
２
３
・
３

％
、
３
歳
児
は
既
に
平
均
４
９
・
５
％

が
虫
歯
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

わ
ず
か
な
期
間
で
保
有
率
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
。
虫
歯
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

甘
い
お
菓
子
や
ス
ナ
ッ
ク
類
の
摂
り

過
ぎ
と
、
食
後
の
ブ
ラ
ノ
ｗ
ン
グ
が

幼児期の虫歯保有率
W

３
％
5
0

な
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
虫
歯
を
子
防
す
る
た
め

に
次
の
こ
と
に
気
を
っ
け
ま
し
ょ
う

①
日
ご
ろ
の
食
生
活
の
見
直
し

②
お
や
っ
の
与
え
方
の
工
夫

③
ブ
ラ
ブ
ド
ノ
グ
の
習
慣
を
身
に
っ

　
け
さ
せ
る

　
歯
の
衛
生
週
間
を
機
に
、
子
ど
も

の
歯
の
健
康
ば
か
り
で
な
く
、
大
人

も
生
涯
自
分
の
歯
で
食
物
が
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
１
年
に
１
回
は
歯
と

歯
ぐ
き
の
健
康
状
態
に
っ
い
て
検
診

を
受
け
、
虫
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
の

早
期
発
見
・
ｙ
・
期
治
術
を
心
が
け
ま

23.3　23.3

　一一一一ﾐ=-一一●
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　0

身体障害者相談員

県
知
事
か
ら
1
0
名
の
方
が

　
　
相
談
業
務
委
託
さ
れ
る

田中　一男 落合二丁目14－ 5 �82－5353

関口　和－ 藤井1816 �82－1777

高本　正五 羽生田2649 �82－1020

菊地ヤス子 上田1050－6 �86～1456

心

　
壬
生
町
民
生
委
員
協
議
会
の
定
例

仝
が
４
月
２
７
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
身
体

障
害
者
相
談
員
（
４
名
）
及
び
精
神
薄

弱
者
相
談
員
（
４
名
）
母
子
父
子
福

祉
協
カ
員
（
２
名
言
委
嘱
状
交
付
式

が
行
わ
れ
、
下
都
賀
福
祉
事
務
所
長

か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
知
事
が
各
市
町
村
の

住
民
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉

分
野
に
明
る
い
方
々
に
相
談
業
務
を

委
託
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
、
次
の

1
0
名
の
方
々
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

精神薄弱者相談員

生井　和子 至宝一丁目10－ 8 �82－1523

大庭　智子 あけぼの町３－８ �86－0154

岡田　靖子 若草町３－３ �86－1649

市井　弘子 緑町三丁目５－８ �86－2055

母子・父子福祉協力員

吉田サク汪 中央町16－20 昔82－0190

瀬戸洋子 安塚987－4 �86－5907

一 一 一 一 一 一 一 一



化キャンペーンに

ご協力ください

◇問合せ先　役場保健課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
道
路
や
公
園
、
観
光
地
な
ど
で
の

空
き
缶
の
散
乱
は
、
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
え
続
け
る

空
き
缶
の
投
げ
捨
て
を
防
ぐ
に
は
、

何
と
い
っ
て
も
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
も
「
関
東
地
方

環
境
美
化
運
動
の
日
」
（
５
月
3
0
日
・

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
）
の
統
一
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
盛
大
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
関
東
地
方
（
山
梨
、
長

野
、
静
岡
を
含
む
）
1
0
都
県
で
竺

的
に
事
業
が
行
わ
れ
る
５
月
3
1
日
㈱

に
、
次
の
よ
う
な
収
集
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
各
自
治
会
に
お
い
て
も
、

自
治
会
長
さ
ん
や
保
健
委
員
さ
ん
を

中
心
に
、
自
治
会
内
の
道
路
、
公
園
、

空
き
地
な
ど
の
清
掃
及
び
散
乱
し
て

い
る
空
き
缶
収
集
に
、
積
極
的
な
ご

参
加
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
住
み

よ
い
き
れ
い
な
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
実
施
日
　
５
月
3
1
廿
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
１
５
分
か
ら

・
実
施
場
所

　
東
雲
児
童
公
園
、
県
道
宇
都
宮
・

　
栃
木
線
（
北
部
配
水
場
入
口
～
町

　
民
体
育
館
、
役
場
～
今
井
、
役
場

　
～
町
民
体
育
館
）
国
道
３
５
２
号

　
線
（
稲
葉
出
張
所
～
役
場
）
、
壬
生

　
バ
イ
パ
ス
人
口
、
県
道
小
山
・
壬

　
生
線
（
御
成
橋
～
栃
木
境
界
）

・
実
施
内
容

　
・
空
き
缶
等
の
一
斉
収
集

　
・
持
ち
帰
り
袋
の
配
布

殤
参
加
者
　
協
力
団
体
＝
婦
人
令

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン

　
ズ
ク
ラ
ブ
、
商
工
会
、
商
工
会
婦

　
入
部
、
商
工
会
青
年
部
、
農
協
婦

　
入
部
、
消
費
者
友
の
今
生
活
改

　
善
ク
ラ
ブ
協
議
今
女
性
ド
ラ
イ

　
バ
ー
ク
ラ
ブ
、
母
子
福
祉
会
、
青

　
少
年
ク
ラ
ブ
、
保
健
委
員
会
、
下

　
都
賀
漁
業
組
合
壬
生
支
部
、
建
設

　
業
組
合
。
町
職
員

　
ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
３
千
３
３
８
円
上
通
町
婦
人
会
様

金
５
千
２
２
２
円

　
　
（
1
6
回
）

渡
辺
　
寅
八
様

金
１
万
８
千
２
３
５
円
　
（
５
回
）

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
歌
謡
今
様

金
２
千
円
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
ひ
ば
り
様

金
２
千
円
　
　
　
　
匿
　
名
　
様

金
８
千
５
１
０
円
　
　
　
　
（
８
回
）

　
　
　
　
　
　
ト
ミ
ー
労
働
組
合
様

金
３
万
円
（
４
回
）
鈴
木
　
　
信
様

金
1
0
万
円
　
　
　
　
　
　
（
８
回
）

　
　
　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
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　　　学校週5日制を導入(平成4年9月実施)心

性や創造性を仲ばす教育か狙い

　
今
年
の
２
学
期
か
ら
。
学
校
週
５
日
割
。
2
&
R
施
さ
れ
、

月
Ｉ
回
、
第
２
Ｌ
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
以
来
、
Ｉ
既
記
以
Ｌ
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
週
６

日
割
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
の
教
育
の
あ
り
方

を
見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
ｆ
ど
も
た
ち

の
望
ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　
月
１
回
の
学
校
週
５
日
割
が
実
施

さ
れ
る
学
校
は
、
全
国
の
国
公
立
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
、
盲
・
ろ
う
養
護
学
校
で
す
。

ま
た
、
私
立
の
学
校
に
も
で
き
る
だ

け
歩
調
を
あ
わ
せ
る
よ
う
協
力
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
土
曜
日
を
休
み
に
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
社
会
全
体
が
多
様
化
し
、
大
き
く

変
化
す
る
な
か
で
、
自
ら
考
え
、
判

断
し
、
行
動
で
き
る
資
質
や
能
力
を

育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教
育
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一 一
-

　
今
回
実
施
さ
れ
る
。
学
校
週
５
日

割
〃
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
や

地
域
社
会
で
の
生
活
時
間
を
使
っ
て
、

違
う
年
齢
の
仲
間
と
の
遊
び
、
自
然

体
験
、
社
全
体
験
、
生
活
体
験
な
ど

を
増
や
す
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
資

質
や
能
力
を
根
づ
か
せ
る
と
い
う
意

味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
共
通
し
た
知
識
や
技

能
を
身
に
っ
け
る
こ
と
を
重
視
し
た

い
ま
ま
で
の
教
育
か
ら
、
個
性
や
創

造
性
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教

育
を
目
指
す
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
実
施
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
″
影
響
と
対
策
〃

　
文
部
省
で
は
、
こ
の
制
度
の
実
施

に
向
け
て
、
２
年
前
か
ら
全
国
６
８
校

を
モ
デ
ル
校
に
し
て
訴
究
〃
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
制
度
の
実
施
に

よ
る
家
庭
、
学
校
、
地
域
へ
の
齢

響
と
対
策
‘
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
家
庭
で
は

　
子
ど
も
が
親
と
一
諾
に
過
ご
す
な

か
で
、
生
き
方
や
生
活
の
知
恵
を
学

ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
共
働
き
の
家
庭
の
子
ど

も
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
配
慮

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
ｆ
ど
も
は
学
校
が
休
み

で
も
、
親
が
働
い
て
い
る
た
め
午
前

中
は
子
ど
も
Ｉ
人
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
家
庭
で
の
負
担
な
ど

を
考
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
密
接
に
連
絡
を

と
り
あ
い
、
有
意
義
な
休
日
と
な
る

よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
　
学
校
で
は

　
い
ま
ま
で
６
日
間
で
学
習
し
て
い

た
こ
と
を
５
日
間
で
学
ぶ
こ
と
は
、

W

か
え
っ
て
ｆ
ど
も
に
負
担
が
か
か
る

の
で
は
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
学
校
で
は
、
授
業

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
指
導
方
法

を
に
夫
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
で
は

　
休
み
に
な
っ
て
も
、
何
を
す
れ
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、

活
動
の
場
所
が
な
い
。
こ
れ
で
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
活
発
化
や
公
共
施
設
の
整
備
・
充

実
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
大
人
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
周
り
の
大
人
が
い
ろ
い

ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
そ
の
な

か
か
ら
、
子
ど
も
の
自
主
性
に
ま
か

せ
、
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ま
せ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
社
会
全
体
で
子
ど
も

　
　
　
た
ち
を
見
守
ろ
う

　
今
後
、
学
校
週
５
日
制
の
定
着
を

図
っ
て
い
く
う
え
で
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
い
ま
ま
で
以
上
に
連
携

を
深
め
、
一
体
と
な
っ
て
問
題
の
解

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
休
日
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
活
気
あ
る
も

の
に
な
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
見
守

り
、
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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た
お
湯
に
い
つ
ま
で
も
入
れ
て
お
く

と
、
コ
ン
ブ
独
特
の
臭
み
、
昧
を
悪

く
さ
せ
る
ぬ
め
り
が
溶
け
出
し
て
き

ま
す
。

　
ダ
シ
を
と
る
た
め
に
、
四
ン
ブ
は

広 報 み

ば
ら
く
水
に
浸
し
て
か
ら
火
に
か
け
　
へ
Ｊ
き

ま
す
。
グ
ラ
グ
ラ
と
沸
騰
す
る
前
に
、
　
し

コ
ン
ブ
を
取
り
出
す
こ
と
。
者
た
っ
　
　
）
作

ぶ

-

　
平
成
２
年
国
民
栄
養
調
査
の
結
果

を
見
る
と
、
栃
木
県
人
に
一
番
関
心

あ
る
塩
分
摂
取
量
で
は
、
残
念
な
が

ら
昨
年
よ
り
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
全
国
平
均
の
１
人
１
日
当
た
り

の
塩
分
摂
取
量
は
１
２
・
５
ｇ
。
栃
木

県
を
含
む
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
１
３
・
６

ｇ
で
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
技
い
て
ト

ッ
プ
で
す
。

　
下
の
表
は
国
民
栄
養
調
査
の
中
で
、

最
近
の
食
事
に
っ
い
て
塩
分
の
取
り

過
ぎ
に
注
意
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

1
0
項
目
を
質
問
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
表
を
見
て
い
る
と
、
私
た
ち

は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
塩
分

を
取
り
過
ぎ
て
し
ま
う
習
慣
て
せ
）

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

塩
分
の
取
り
過
ぎ
を

意
識
し
よ
う

食塩の摂取因子状況(％)

食事と健康辞

□⑤り質三間比内回容□エズ 万性別宍□総数゛ ｺ30栃 爾歳］ 初号翻歳ﾌﾟ ]50舵印歳し ]㈲俯仰歳] ｺ却歳以上

1.食事の量をひかえ目に
　している

男 45.5 31 .7 37.4 47.8 57.3 67.4

女 54.4 41 .6 宍　47.5 59.2 67.8‾ 呂６駝o゛｀゛………

2.肉・魚加工品をひかえ

　る

男 59.1 51.2 58.7 63.6 63.0 67.4

女 66.3 58.4 65.3 69.7 69.2 70.7

3.つけものがなくてもか，男 49.1 59.8 47.8 47.4 44.9 41.6

まわない 女 42.8 69.2 55.1 50,3 42.2 41.5

4.汁物がなくてもかまわ

　ない

男 38.8 40.5 33.3 38.5 43.1 42.3

女 54.藻、 石4.9 七万54.7………， ､:。.､､5,4'j.6.、.. コ56. つ価乳牛三］

5.めん類の汁は残すよう

　にしている

男 43.9 40.3 48.6 40.6 37.8 27.1

言文半 回23言7こ 三冠疹淳ご U鴎諦　回言言Z4酒呂 生制約極目言 俗談防護

6.冷奴にしようゆを余り

　多くかけない

男 43.3 43.4 39.9 43.0 46.1 47.4

二女 －62ご7－ 白土62ﾚ3｀゛゛゛^ 二万右仁啓白 ゛∧62……7…… 二工自記咲匹 匹渇配湯言

フ.カレーライスにソース

　ーなどをかけない

男 75.5 75.9 73.4 74.7 77.8 77.3

女 68.3 89.7 89.1 86.6 87.1 88.8

8.汁物をひかえ目にとる

　ようにしている

男 37.7 25.9 29.9 27.8 41 .7 55.6

女 40.3 37.5 43.1 53.9 63.8 59.2

9.減塩しようゆは使った

　ことがある

男 35.3 33.2 32.8 37.5 38.7 35.5

二女 38.8 40.9 言、39.､8,､. 40J　、. 宍37心7ニ士 二回33じ7闘犬回

10.高塩分食品はひかえ目

　にしている

男 59.8 49.6 52.0 61 .7 72.7 73.2

付女ﾐ 回ﾌ剔集回 ヅ　，卵1潜水 ，|鹿沼言 1　1詣指示 言|初詣回 認知接目

　
コ
ン
ブ
の
う
ま
昧
は
、
切
り
口
か
　
　
っ
て
、

ら
出
て
き
ま
す
。
コ
ン
ブ
の
繊
維
に
　
　
す
。

直
角
に
切
れ
目
を
数
か
所
入
れ
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
で
す
か
ら
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
を

意
識
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
塩
分

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
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程
度
た
ま
っ
た
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細
く
切

佃
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す
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お
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し
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定
年
ま
で
足
尾
銅
山
の
出
納
事
務

を
し
て
い
た
義
太
郎
さ
ん
は
、
オ
ー

ル
足
尾
の
野
球
選
手
と
し
て
活
躍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ
の
後
、
監
督
も
さ
れ
た
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
が
、
年
を
と
っ
て

か
ら
野
球
は
で
き
な
い
と
４
０
歳
か
ら

あ達者　ｙ

カッフjl，

Ξ鮭
同

融緑町一丁目

　ぃ俯首大詰さん（80）士ミ
　白白光　枝さん（73）六大

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

　
　
（
父
）
大
　
場
　
英
　
樹
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
し
の
ふ
さ
ん

あ
母
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

　
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
）

（
束
下
谷
）

健
太
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
男
、
左
）

進
太
ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
２
男
、
右
）

英会話に挑戦

　緑町三丁目　武田好美さん

　　「英会話に挑戦し、ヨーロッパ旅行をしたい9」

と、瞳を輝かせる好美さん。

　今、チャレンジ中の編物で、「父のセーターを

作りたいＪと話し、教師免許を持つ着付は7今の

ところ宝の持腐れとか。将来は、『これを生かし

教室を開きたい｡』と、チャレンジ精神旺盛なさわ

やかなお嬢さんです。

チピッ子|ｱjl,ハム

す
な
お
で
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
父
）
荒
　
井

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
初

あ
岳
さ
ん
か
ら
の
一
言

弘
さ
ん

美
さ
ん

（
安
塚
中
央
）

俊
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
男
、
後
）

聡
ち
ゃ
ん
（
士
予
２
男
、
前
）



ふれあ
　
　
　
　
　
　
　
）

軟
式
テ
ニ
ス
も
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
テ
ニ
ス
で
も
オ
ー
ル
足
尾
の
選

手
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
定
年
後
、
駅
に
近
い
の
で
緑
町
一

丁
目
の
宅
地
を
買
い
求
め
ら
れ
、
今

年
で
２
５
年
に
な
り
ま
す
。
義
太
郎
さ

ん
は
大
日
塗
装
㈱
に
７
年
勤
め
ら
れ
、

奥
さ
ん
の
光
枝
さ
ん
も
近
く
の
玩
具

工
場
で
働
き
ま
し
た
が
、
農
家
の
女

の
方
は
時
期
に
よ
り
休
む
こ
と
が
多

い
の
で
忙
し
く
て
忙
し
く
て
た
い
へ

ん
た
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、

定
年
に
な
っ
て
足
尾
か
ら
き
て
、
働

く
場
所
が
あ
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
る
事

と
作
る
事
が
好
き
な
光
枝
さ
ん
は
、

健
康
教
室
友
の
会
と
消
費
者
友
の
仝

に
入
っ
て
お
り
、
出
か
け
る
こ
と
も

多
い
が
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き

て
良
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
散
歩
は
よ
く
一
犬
で
歩
か
れ
、
朝

の
1
0
時
か
ら
２
時
間
ぐ
ら
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
か
、
光
枝
さ
ん
は
人
か
ら
足

が
達
者
と
言
わ
れ
、
義
太
郎
さ
ん
も

８
０
歳
の
今
で
も
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い

る
お
元
気
な
ご
夫
妻
で
す
。

　
昨
年
の
1
2
月
に
金
婚
式
を
迎
え
ら

れ
、
お
子
さ
ん
た
ち
が
那
須
に
１
泊

で
招
待
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
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脆
◎
⑩
言

「かいじゆう」

壬生小学校１年

　　佐　藤　雅　紀

そ
ろ
ば
ん
で
市
町
村
長
賞
に

　
　
小
林
寿
江
さ
ん
（
緑
町
三
）
が
受
賞

　
去
る
３
月
２
０
Ｈ
、
栃
木
県
教
育
会

館
で
聞
か
れ
た
第
６
回
栃
木
県
珠
算

競
技
大
会
（
社
団
法
人
全
国
珠
算
学

校
運
盟
栃
木
県
支
部
主
催
）
に
お
い

て
、
本
町
の
小
林
寿
江
さ
ん
（
緑
町

且
・
‐
Ｊ
目
・
1
3
歳
）
が
市
町
村
長
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
内
の
小
・
中
・

高
・
一
般
ま
で
約
６
０
０
人
が
参
加

し
、
市
町
村
長
賞
は
小
学
校
６
年
生

の
中
で
最
優
秀
選
手
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
現
在
、
小
林
さ
ん
は
大
塚

学
院
で
ソ
ミ
ハ
ン
を
習
っ
て
い
ま
す

が
、
「
こ
れ
か
仙
も
が
ん
ば
り
た
い
」

と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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繩
解
地
蔵
尊
祭

ぶ
　
東
宮
一
台
の
繩
解
地
蔵
尊
の
お
祭
が

み
４
月
２
４
日
（
２
３
日
は
宵
祭
）
行
わ
れ

報
ま
し
た
。

広
　
こ
の
地
歳
尊
は
、
日
本
三
体
繩
解

皿
　
地
蔵
尊
の
一
つ
で
、
安
産
、
子
育
て
、

開
運
、
免
罪
な
ど
の
ご
利
益
に
あ
づ

か
ろ
う
と
た
く
さ
ん
の
方
が
参
拝
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
折
し
も
1
5
年
前
に
植
え
ら
れ
た
ハ

重
桜
も
満
開
と
な
り
、
参
道
の
両
側

で
は
カ
ラ
オ
ケ
大

全
や
花
市
が
催
さ

れ
参
道
狭
し
と
親

子
連
れ
や
子
ど
も

た
ち
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

一

暴力追放で協議会設立

壬生町建設業協同組合

　
壬
生
町
建
設
業
協
同
組
合
（
佐
藤

昌
男
理
事
長
、
３
５
組
合
員
）
は
４
月

２
０
日
、
同
会
館
に
お
い
て
和
気
栃
木

警
察
署
長
や
福
島
助
役
な
ど
警
察
、

町
関
係
者
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
「
暴

-

三日月尊天大祭

　　行われる

力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全
推
進
協

議
会
」
の
設
立
総
合
を
開
き
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
会
員
の
相
互
坪
解

と
協
力
を
深
め
、
警
察
の
指
導
を
得

て
建
設
業
に
対
す
る
暴
力
の
追
放
と

防
犯
活
動
、
交
通
安
全
な
ど
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
設
業
の
健

全
な
発
展
向
上
を
図
る
う
と
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
同
協
議
会
会
長
に
は
理
事
長
の
佐

藤
昌
男
氏
が
就
任
し
、
顧
問
に
和
気

允
栃
木
警
察
署
長
、
清
水
英
世
町
長

を
、
ま
た
、
相
談
役
に
上
野
弘
司
栃

木
警
察
署
次
長
ほ
か
関
係
課
長
及
び

杉
山
　
進
壬
生
幹
部
警
察
官
派
出
所

長
を
迎
え
て
、
暴
力
追
放
・
防
犯
・

交
通
安
全
を
合
い
言
葉
に
活
動
を
展

開
し
、
明
る
い
社
合
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
国
大
名
壬
生
氏
の
苦
役
寺
で
あ

り
、
ま
た
、
鳥
居
家
の
菩
提
所
で
も

あ
る
常
楽
寺
の
守
護
神
二
二
日
月
尊

天
大
祭
が
４
月
３
日
に
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
野
大
福
茶
会
も
催
さ
れ
、

訪
れ
た
参
拝
者
に
お
茶
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
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町
消
防
団
（
渠
島
安
男
団
長
、
２

０
３
名
）
で
は
、
今
年
も
新
団
員
５
０

名
が
加
わ
り
、
消
防
技
術
の
向
上
と

心･

団
員
の
士
気
高
揚
を
目
ざ
し
て
第
１
１

回
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
４
月
１
９
ロ
、

町
総
合
運
動
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

　
町
消
防
団
は
３
分
団
か
ら
な
り
、
　
　
　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
・
リ
で
す
。

各
分
団
に
は
５
つ
の
地
区
消
防
団
が
　
　
■
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

あ
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
１
５
の
地
区
消
　
　
優
　
勝
　
第
３
分
団
第
１
部
（
北
小

防
団
が
一
体
と
な
っ
て
、
火
災
や
風
　
　
　
　
　
　
林
、
安
塚
地
区
、
お
も
ち

水
害
な
ど
、
事
あ
る
ご
と
に
出
動
し
　
　
　
　
　
　
や
の
ま
ち
地
区
）

常
備
消
防
（
石
橋
地
区
消
防
組
合
）
　
　
準
優
勝
　
第
２
分
団
第
１
部
（
稲
葉

と
逆
櫓
・
協
力
の
も
と
、
町
民
の
生
　
　
　
　
　
　
下
馬
木
、
上
町
、
下
町
）

命
・
財
産
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い
　
　
３
　
位
　
第
１
分
団
第
４
部
（
藤
井

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
・
南
部
地
区
）

　
こ
の
目
は
、
リ
ｗ
ご
ろ
か
ら
雨
と
　
　
■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

な
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
　
　
優
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
部
（
釜
ケ

こ
の
大
会
の
た
め
に
連
夜
７
時
か
ら
　
　
　
　
　
　
渕
、
原
坪
、
鹿
島
）

９
時
ま
で
町
総
合
運
動
場
で
訓
練
し
　
　
準
優
勝
　
第
３
分
団
第
３
部
（
中
泉
）

だ
成
果
を
発
揮
、
各
地
区
消
防
団
と
　
　
３
　
位
　
第
３
分
団
第
４
部
（
肋
谷
、

も
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
で
ポ
ン
プ
操
　
　
　
　
　
　
助
谷
原
）

法
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

黄
色
い
帽
子
贈
る

明
る
い
社
会
づ
く
り
壬
生
支
部
会

　
明
る
い
社
会
づ
く
り
壬
生
支
部
会

　
（
田
中
義
一
会
長
）
で
は
、
４
月
８
日
、

町
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
町
内
小
学

校
の
新
入
学
児
童
に
黄
色
い
帽
子
（
５

０
２
個
）
を
プ
レ
七
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く

り
活
動
の
。
環
と
し
て
、
新
入
学
児

童
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
学
校
や
保
護

者
の
方
か
ら
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

文
化
協
会
文
芸
部
選

　
短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
キ
ミ

夜
半
よ
り
の
ｍ
に
う
た
れ
し
満
開
の

桜
の
下
に
首
府
わ
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

誰
も
跳
べ
ぬ
ト
リ
プ
ル
ジ
ャ
ン
プ
に

匹
み
た
る
伊
藤
み
ど
り
の
執
念
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

ま
だ
生
き
て
い
ま
す
と
言
う
こ
と
、

年
金
の
現
況
届
の
証
明
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
　
文
恵

い
た
だ
き
し
蕗
の
煮
つ
け
の
お
い
し

さ
は
け
の
昧
な
り
目
を
閉
じ
て
食
む

　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

七
心
え
や
言
っ
て
大
な
き
言
葉
ル
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ

ハ
ほ
ろ
’
は
な
う
た

朧
夜
や
鼻
唄
ま
じ
り
の
靴
の
お
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沼
勘
．

病
み
あ
が
リ
留
守
居
し
お
り
ぬ
遠
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

昭
和
よ
り
っ
づ
く
耳
鳴
り
麦
の
笛
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柳
家
小
さ
ん
独
演
会

　　白－’｀ダ　’＝

　　‘　‾...,j　F.　。.‾.　.。　。.　_..゛。　ご

　‘　　　　　’．１　’＾　　聡　　ク

………　　　　　　　　　　　　‾ｉ
廠ｺﾞ　。　　。　　。　　。

　
落
語
家
柳
家
小
さ
ん
師
匠
の
独
演

会
が
、
次
の
と
お
リ
伺
か
れ
ま
す
。

　
小
さ
ん
師
匠
の
話
の
芸
術
、
落
語

の
楽
し
さ
を
昧
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
６
月
２
７
目
（
古

　
　
　
　
　
（
開
場
）
午
後
６
時

　
　
　
　
　
（
開
浪
）
午
後
６
時
３
０
分

●
と
こ
ろ
　
和
生
中
火
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
ホ
ー
ル
）

●
入
場
料
　
１
、
５
０
０
円
（
自
由
言

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入

　
場
は
、
固
く
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
。

●
入
場
券
は
、
５
月
７
日
呆
）
か
ら

壬
生
中
央
公
民
館
及
び
稲
葉
、
南
犬

飼
出
張
所
の
３
か
所
で
発
売
し
ま
す
。

寄
付

山
崎
信
三
さ
ん

母
校
に
４
０
０
万
円

東
京
都
目
黒
区

　
　
碑
文
谷
２
－
１
４
ｙ
－
1
3

　
　
　
山
崎
信
三
氏

アジサイ

　
「
母
校
（
稲
葉
小
学
校
）
の
た
め

に
お
使
い
く
だ
さ
い
ご
と
山
崎
信
三

さ
ん
（
７
８
歳
、
東
京
都
）
が
４
月
１
５

目
、
４
０
０
万
円
を
町
へ
寄
付
し
ま

し
た
。

　
山
崎
さ
ん
は
、
福
和
田
の
ご
出
身

で
人
止
２
年
、
現
稲
葉
小
学
校
を
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
５
歳
で

ト
京
し
、
昭
和
２
６
年
、
東
京
銀
座
に

焼
鳥
・
釜
め
し
の
店
「
鳥
ぎ
ん
」
オ

ー
プ
ン
以
来
、
現
在
で
は
本
・
支
店

５
０
店
舗
を
数
え
る
㈱
鳥
ぎ
ん
の
会
長

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
県
民
税
（
１
期
・
全
納
）

●
国
民
年
金
　
　
（
３
期
）

　
　
　
　
（
納
期
限
６
月
3
0
日
）

●
平
成
４
年
度
特
別
土
地
保
有

　
　
　
　
　
　
税
（
保
有
分
）

　
　
（
申
告
納
付
期
限
６
月
１
日
）

　
納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

　
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

ｉ

心

　
今
年
の
１
月
６
日
に
め
で
た
く
満
　
　
月
に
特
別
敬
老
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
植
竹
マ
サ
さ
ん
　
・
と
に
な
り
、
そ
の
第
１
号
に
植
竹
マ

　
（
西
高
野
）
宅
に
４
月
２
５
日
、
清
水
　
　
サ
さ
ん
が
な
っ
た
も
の
で
す
。

町
長
が
訪
れ
、
特
別
敬
老
金
1
0
万
円

を
贈
り
ま
し
た
。

　
町
で
も
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
毎

年
２
０
人
以
ト
の
方
が
９
０
歳
の
仲
間
入

り
を
さ
れ
、
今
後
ゾ
日
歳
以
上
の
方

が
年
々
増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
町
と
し
て
も
、
員
弁
を
喜
ぶ
と

と
も
に
、
敬
老
の
美
風
を
は
ぐ
く
み

健
全
な
長
寿
社
会
を
目
さ
し
て
そ
の

充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
４

月
１
目
か
ら
満
。
白
歳
以
上
の
方
〒

月
～
８
月
生
ま
れ
）
は
、
そ
の
誕
生

　
前
回
１
月
に
町
長
が
訪
れ
た
と
き

は
、
か
ぜ
で
床
に
っ
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
日
は
お
元
気
な
姿
で
出

迎
え
ら
れ
、
「
来
年
も
ま
た
、
町
長
さ

ん
に
会
い
た
い
」
と
話
し
、
来
年
の

誕
生
日
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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